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上吊りタイプなので、天井側にかかる荷重が最大200kgになります。
必ず構造計算のうえ、躯体に十分な強度をもたせて施工してください。

必ず平滑な天井または枠に取り付けてくだ
さい。
天井または枠に凹凸があると製品の破損につなが
る恐れがあります。

天井または枠の水平・垂直を確認してから
取り付けてください。
扉が閉まらない原因となります。

扉下部と床の隙間は8.5mm以上あけてく
ださい。
下部ガイドと扉がこすれ作動不良の原因になりま
す。

組立設置完了後は、扉のがたつきや、金具
のゆるみや、壁や床等への接触、金具同士
の接触がないことを必ず確認してください。
扉、又はFIXが落下し、ケガをする恐れがあります。

商品の仮置きや保管は、湿気や直射日光の
あたる場所を避け、床面が水平な場所に立
てかけて保管してください。

インパクトドライバーは使用しないでくだ
さい。
調整は手動のドライバーを使用してください。
扉の調整で、扉を上げすぎると下部ガイド
に扉がかからなくなる恐れがあります。
その場合は再度高さを調整してください。

必ず強度のある天井または枠に取り付けて
ください。
取付部の強度が不足している場合は落下の原因と
なります。

本商品は仕上がり完成品ですので、ひっか
き傷・打痕などには十分気をつけてくださ
い。

表面が汚れた時は、やわらかい布に中性洗
剤を水でうすめたものを含ませて拭き取っ
てください。

建築完了まで、ダンボールなどで本体及
び枠の養生をしてください。
直接、粘着テープなどは貼らないでください。

扉・枠・金具に工具をぶつけたり、運搬
時に引きずらないようご注意ください。
扉が閉まらない原因となります。

湿気の多い所や雨に濡れた状態での施工・
保管はしないでください。

。

上レールは傾き・ねじれ・ビスの閉めすぎ
による変形が無いように取付けてください。

施工前・施工後にレールの中にゴミ・く
ず等がないか確認してください。

本体の反りや作動不良、変色の原因となります

●「レールは天井面の躯体へ確実に固定する」

●「2 人以上で作業する 」
１人作業では商品の落下などによりケガをするおそれがあります。

●「必ず付属の金具・ビス・ネジにて施工する」
商品を確実に固定できず、破損・落下によりケガをするおそれがあります。

●「ビス・ネジの固定し過ぎ/固定に注意する」

●「下穴をあけてから、ビス・ネジで固定する」

●「上固定枠は天井面の躯体へ確実に固定する」
確実に固定しないと、落下してケガをするおそれがあります。

下穴がないと材が割れたり、ネジ切れするおそれがあります。

守らないと、扉などが落下してケガをするおそれがあります。
ビス・ネジを固定する場合は、電動ドライバーなどでの締めすぎによる空回り、頭つぶれのないようにする。

確実に固定しないと、落下してケガをするおそれがあります。

●安全上のご注意
注意禁止 実行

お守りいただく内容を上の記号で区分し、説明しています。
ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害、
物損）に結びつくおそれがあります。必ずお守りください。アルミフレーム室内窓

ソルタス
取扱説明書（保証書付）
組立設置説明書 19-SAT01T-03

□ 施工の前に、本説明書をよくお読みの上、正しく取付けてください。
□ 本製品は住宅およびそれに準じる居住空間に使用するインテリア専用部材です。

他の用途へのご使用はおやめください。
□ 屋外および浴室など水分と接する部位には使用しないでください。
□ 右上のQRコードよりアクセスして頂くと施工動画を見ることが出来ます。

本体や機器に付属の取扱説明書は、設置完了後にお客様にお渡しください。
分解・改造、加工は絶対にしないでください。
思わぬ事故やケガにつながります。

本製品は一般住宅の室内専用窓です。
屋外や浴室などの水がかり部分や他の用途へのご使用
はおやめください。

この製品は耐火構造ではありませんので火の
気の近くでのご使用は避けてください。

窓本体にぶら下がったり、寄りかかったり、ぶ
つかったり、強い衝撃を与えたりしないでくだ
さい。
ガラス割れや脱落によりケガをするおそれがあります。
特に小さなお子様はご注意ください。

定期的に外れ止めネジの締め直しを行ってくだ
さい。

ネジが緩んだ状態で使用しないでください。
金具などに負担がかかり窓が開かなくなるおそれがあ
ります。

窓表面や格子に吸盤フック等の使用により、
ものを吊り下げないでください。
窓を傷つけたり、窓の落下によりケガをすることがあ
ります。

窓と壁との隙間に手や指を入れないでくださ
い。
指の挟み込みやケガをするおそれがあります。

窓に粘着テープでポスターなどを貼らないでく
ださい。
表面がいたむおそれがあります。

ベンジン・シンナー・酸・アルカリ系洗剤（漂
白剤）などは絶対に使用しないでください。
変形・変色・変質するおそれがあります。

部品に潤滑油やグリスを注さないでください。
部品の割れや変形、変色を生じるおそれがあります。

暖房器具などから発生する熱風・熱気が直接
当たらないようにしてください。また、ストー
ブや照明などの熱源に近づけ過ぎないでくだ
さい。
変形・変色などの原因になります。

ガラス面はキズつけないように取り扱ってくだ
さい。金属タワシ・研磨剤入り洗剤などはガラ
スをキズつける原因になります。ひどい汚れ又
は落ちにくい汚れは、薄めた中性洗剤に浸した
柔らかい布をかたく絞って拭き取ってくださ
い。又、乾いた柔らかい布でから拭きしてくだ
さい。

窓の調整には必ず手動のドライバーを使用し
てください。
電動ドライバーを使用すると破損の原因になります。

  

インパクトドライバーは使用しないでくださ
い。
調整は手動のドライバーを使用してください。

湿気の多い所や雨に濡れた状態での施工・保管
はしないでください。
本体の反りや作動不良、変色の原因となります。

本商品は仕上がり完成品ですので、ひっかき傷・
打痕などには十分気をつけてください。 設置に関しては、建築躯体・柱・梁などの建

築構造物または同等強度の構造材にしっかり
と固定してください。

壁開口部の躯体、または枠の水平・垂直・ね
じれを確認してから取付けてください。

組立設置完了後は、窓のがたつきや、金具の
ゆるみがないことを必ず確認してください。
窓が落下し、ケガをするおそれがあります。

表面が汚れた時は、やわらかい布に中性洗剤
を水でうすめたものを含ませて拭き取ってく
ださい。

商品の仮置きや保管は、湿気や直射日光のあた
る場所を避け、床面が水平な場所に立てかけて
保管してください。

窓枠・金具に工具をぶつけたり、運搬時に引き
ずらないようにご注意ください。
窓が取付かない原因となります。

必ず平滑な開口面、または枠に取付けてくだ
さい。
凸凹があると製品の破損や落下につながるおそれがあ
ります。

建築完了まで、養生材などで本体及び枠の養生
をしてください。
直接、粘着テープなどは貼らないでください。

落下のおそれがあるため、吹き抜け部、中 2 階、
ロフトへは使用しないでください。

この商品は壁面に設置する商品です。
両側に壁がない場所への設置はおやめくださ
い。

使用中に異常を感じたり不具合が生じたとき
は、本説明書をご参照の上、取付け部分など
の状況を確認してください。
ご自身で対処できない場合には、施工業者にご連絡ま
たはご相談ください。

2 人以上で作業してください。
商品の落下などにより、ケガをするおそれがあります。

必ず付属の金具・ネジにて施工してください。
商品を確実に固定できず、破損・落下によりケガをす
るおそれがあります。

ネジを固定する場合は、電動ドライバーなど
での締めすぎによる空回り、頭つぶれのない
ように注意して取付けてください。

下穴をあけてから、ネジを固定してください。
材が割れたり、ネジ切れするおそれがあります。

各部の名称1

◎ソルタス

■使用工具

電動ドライバー

プラスドライバー

※ インパクトドライバー
は使用不可

Ⓕ固定用ネジ
　(ⒶⒷⒸ共通)
　皿T.P 3.5×16

■使用金具一覧（組立前に必ずご確認ください。Ⓐ～Ⓕのアルファベットは設置の際に参考にしてください。）

12本

Ⓑ下固定枠Ⓐ上固定枠 Ⓔクッション

1本 2本

2本
(2mm 厚︓1 本 )
(3mm 厚︓1 本 )

Ⓒ外れ止め Ⓓ外れ止めキャップ

4個4個

その他

※その他金具の「3 方枠用縦枠カバー」は室内窓を設置した際、片側が露出する場合に使用します。（オプション）
取付け方は別紙「3 方枠仕様 組立設置説明書」をご確認ください。

Ⓐ上固定枠

Ⓓ外れ止めキャップ

面材

Ⓑ下固定枠

Ⓒ外れ止め

3方枠用縦枠カバー

1本

ガラス用吸盤
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設置前の準備3

○ 開口寸法と枠外寸法が守られないと、窓の脱落・落下の原因となります。

○　寸法は　 寸法図にてご確認願います。

上部仕上げ面

下部仕上げ面

H

W

●梱包を開けて部品を確認してください。
●開口部の幅・高さの寸法を十分に確保してください。
●壁開口部の躯体または枠の水平を、下げ振り・水準器でよく確認してください。
●固定下地は窓の重量が十分耐えうる構造としてください。

《設置前のご注意》

たおれ たいこ つづみ 傾き ねじれ

○　RC納まりにおけるアルミ枠取付けねじ(テクスビス・ピアスビス等)は
　現場調達でお願い致します。

○　枠の水平・垂直を必ず確認してから取付けてください。水平・垂直が
　出ておらず、下図のようなことがあった場合、室内窓が取付かない、
　取付不良による脱落、落下の原因となります。

○  水平・垂直が出ない場合は木工ボンドを塗ったパッキンベニヤ(現場調達)等を
  入れて必ず調整を行ってください。

○　横寸法が守られないと隙間の原因になります。

壁開口部分

壁開口部分

枠がある場合は、以下の事を守ってください。

○枠内寸法をしっかりと算出してください。
○枠取付ビスと窓取付ビスの位置が被らないようにしてください。

《枠ありの場合》

《枠なしの場合》

上部仕上げ面

下部仕上げ面

H

W

○　許容範囲︓長さ1000㎜に対し1ｍｍ以下

2

《その他のバリエーション》
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Ⓒ外れ止め

C-C 断面図 （1︓2）
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A部 詳細図 （1︓2）
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下固定枠長さ=200 100
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出ておらず、下図のようなことがあった場合、室内窓が取付かない、
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Ⓐ上固定枠

1.6

上枠

Ⓕ皿 T.P3.5×16

室内窓後面より1.6mm。
ネジ取付位置は、室内窓後面より
18mmの位置です。必ず同梱又は
付属のネジ(Ⓕ皿T.P3.5×16)を使用
してください。

1. 固定枠の取付け

《 上固定枠の取付け 》
①Ⓐ上固定枠を取付ける前に、取付位置に下穴を開けます。(推奨下穴︓Φ2)
②下穴を開けた位置にⒶ上固定枠を取付けます。

※ インパクトドライバー
　 は使用不可Ⓐ上固定枠

〈 取付位置詳細　下から見た図 〉

壁
or
枠

18

Ⓐ上固定枠

32
.8

取付穴

壁または枠より18mmあけます。
取付穴は皿穴です。

〈 取付位置詳細　横から見た図 〉

フ
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ム

面

室内窓

室内窓
後面

室内窓
正面

壁
or
枠

室内窓後面より
1.6mm あける

ビス取付位置
( 室内窓後面より)

18mm
以上

18mm
以上

窓の設置位置は窓正面・後面を、壁面または枠端より18mm以上の位置に
設定してください。
最小見込寸法は72mm以上です。
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《 下固定枠の取付け 》

Ⓕ皿 T.P3.5×16

①Ⓑ下固定枠を取付ける前に、取付位置に下穴を開けます。(推奨下穴︓Φ2)
②下穴を開けた位置にⒷ下固定枠を取付けます。

※Ⓑ下固定枠は室内窓のセンター位置にはならないのでご注意ください。

〈 取付位置詳細　上から見た図 〉

Ⓑ下固定枠

壁または枠より100mmあけます。
取付穴は皿穴です。

室内窓後面より1.5mmあけます。
ネジ取付位置は、室内窓後面より
6.5mmの位置です。
必ず同梱又は付属のネジ
(Ⓕ皿T.P3.5×16)を使用してください。

〈 取付位置詳細　横から見た図 〉

100

Ⓑ下固定枠

10

取付穴

正面

壁
or
枠

○ 下固定枠が窓下枠の異なった溝にはまっていないか確認してください。
異なった溝にはめると、室内窓の落下や脱落の原因となります。

○

○  しっかりと窓を落とし込み、下固定枠に引っかかっているか確認してください。

下固定枠は、室内窓を正面から見て奥側に取付けてください。
手前側に取付けると、室内窓の落下や脱落の原因となります。

○  室内窓が垂直に取付いているか確認してください。

Ⓑ下固定枠

※センターよりずれている※

6.5

36

24.5 10

6.529.5
Ⓑ下固定枠

1.5

36
室内窓
後面

室内窓
正面

フ
ィ

ル
ム

面

室内窓後面より
1.5mm

ネジ取付位置
( 室内窓後面より)

100ｍｍ

※Ⓓクッションは側面の
中央に貼り付けてください。

2. クッションの取付け

壁開口(または枠内)と室内窓の間に隙間がある場合は、
室内窓の側面にⒹクッション（2mm厚もしくは3mm厚）を取付けます。
※隙間が大きい場合は3mm厚を、隙間が小さい場合は2mm厚を取付けてください。
※隙間がない場合は、Ⓓクッションを取付ける必要はありません。

Ⓔクッション

5

3. 室内窓の取付け
①Ⓐ上固定枠に室内窓の上枠をはめ、上に押し込みます。

②押し込んでいる上枠を支点に室内窓の下枠をⒷ下固定枠まで動かし、
　下枠を落とし込んではめます。

躯体/枠

躯体/枠

Ⓐ上固定枠

上枠

躯体/枠

躯体/枠

Ⓑ下固定枠

下枠

④固定枠に室内窓の上下枠がしっかりはまったことを確認したら、
　上枠にⒸ外れ止めをしっかり押し付けながら取付けます。

上枠

Ⓐ上固定枠

Ⓒ外れ止め

Ⓕ皿T.P 3.5×16

⑤Ⓒ外れ止めにⒹ外れ止めキャップを取付け、
　コインなどを使用して、くぼみが横向きになるようにします。

Ⓓ外れ止め
　キャップ

③片側が露出している場合は、専用の縦枠カバーをカットして取付けます。
　別紙「3方枠仕様 組立設置説明書」の『3. 3方枠用縦枠カバーを取付ける』を
　参照して取付けてください。

《片側が露出している場合》

壁
or
枠
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取付けます。

《両側とも露出していない場合》
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○ 上下寸法が小さい場合は室内窓が入らないおそれがあります。

○  格子を持って施工しないでください。
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◯ お手入れをする時は必ず手袋等を着用し保護してください。
◯ アルミは水跡が残りやすいので、日ごろから柔らかい布で良く拭いて

ください。

傷や錆びの原因になるので、スチールタワシ、磨き粉、ベンジン、シンナー
は使用しないでください。

本製品はアルミ製ですが、取り扱いによっては錆びることがありますので、
ご注意ください。

《通常のお手入れ》
お手入れは柔らかい布でから拭きしてください。

《汚れているとき》
汚れている場合は布またはスポンジに薄めた中性洗剤をつけて、汚れを落としてください。
水を含んだ布で洗剤をとり、必ず乾いた布でから拭きしてください。
長期間清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れはしみや腐食の原因となります。
汚れが軽いうちに清掃してください。
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※Ⓓクッションは側面の
　中央に貼り付けてください。

2. クッションの取付け
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株式会社ミラタップ miratap inc.
●お客様相談センター 受付時間はホームページにて最新情報をご確認ください。

https: / /www.miratap.co. jp
TEL： 0120-468-838　　FAX：0120-382-096
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